
本
論
は
『
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
第
妃
号
に
既
発
表
の
『
三
彌
底

部
論
』
の
研
究
山
に
続
く
一
連
の
議
論
の
解
読
研
究
で
あ
る
。
論

全
体
の
構
成
等
に
つ
い
て
は
出
を
参
照
し
て
戴
け
た
ら
幸
い
で
あ

る
が
、
今
回
解
読
を
試
み
る
箇
所
も
、
⑰
で
紹
介
さ
れ
た
五
種
の

無
我
説
に
引
き
続
き
、
正
量
部
以
外
の
諸
部
派
が
我
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
か
を
整
理
し
て
い
る
一
節
で
あ

二
解
読
研
究
（
承
前
）

一

『
三
彌
底
部
論
』
の
研
究
‐
我
に
闇
…
章
Ｉ

Ⅱ
我
に
つ
い
て
の
他
部
派
の
見
解

２
我
に
つ
い
て
の
他
部
派
の
見
解

②
我
の
存
在
・
非
存
在
の
判
断
は
控
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張

イ
我
の
相
は
規
定
で
き
な
い

る
。
先
ず
、
我
の
有
無
は
論
じ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
を
五

説
、
有
我
説
を
五
種
紹
介
し
、
次
い
で
、
我
と
五
誼
と
の
同
異
、

我
の
常
無
常
に
つ
い
て
の
議
論
を
紹
介
し
て
行
く
。
我
に
つ
い
て

の
論
争
は
様
様
な
視
点
か
ら
立
場
を
か
え
、
よ
る
等
へ
き
主
張
に
よ

っ
て
文
脈
を
が
え
、
涯
し
な
く
な
さ
れ
続
け
て
来
た
が
、
そ
れ
は

さ
て
お
き
、
論
点
の
整
理
の
仕
方
と
し
て
は
右
の
項
目
は
要
を
得

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
輪
廻
の
問
題
と
の
関
連
で
な
さ
れ
る
中
有
に

つ
い
て
の
議
論
は
別
に
章
を
立
て
て
な
さ
れ
て
い
る
。

(中）

加

治

洋
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又
諸
部
説
。
不
可
言
有
我
。
不
可
言
無
我
。
〈
他
部
派
〉
又
、
幾
つ
か
の
部
派
は
、
我
は
存
在
す
る
と
言
っ
て
も
い
け
な
い
し
、
我

①

何
以
故
。
答
我
相
不
可
言
故
。
若
有
我
者
は
存
在
し
な
い
と
言
っ
て
も
い
け
な
い
、
と
主
張
す
る
。
何
故
な
ら
、
我
の
相
を
規
定
す

可
説
。
如
行
行
相
可
説
。
如
無
為
無
為
相
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

可
説
。
如
是
我
我
相
可
説
。
彼
諸
部
見
我
も
し
も
我
が
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
〔
我
の
相
を
〕
規
定
す
べ
き
で
あ
る
。
有
為
法

相
不
可
説
故
。
是
故
有
我
無
我
不
可
説
如
で
あ
れ
ば
、
有
為
の
相
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
無
為
法
で
あ
れ
ば
、
無
為
の
相

是
。
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
に
我
に
つ
い
て
も
我
の
相
を
規
定
す
零
へ
き
で
あ
る
。

こ
の
幾
つ
か
の
部
派
は
、
我
の
相
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
そ
れ
故
、
我

が
存
在
す
る
と
も
、
我
は
存
在
し
な
い
と
も
言
う
尋
へ
き
で
は
な
い
、
と
主
張
す
る
。

①
大
正
蔵
の
「
答
」
を
宋
元
明
三
本
に
よ
っ
て
「
若
」
に
訂
正
す
る
。

口
捨
置
記
で
あ
る

復
次
何
以
故
有
我
無
我
不
可
説
。
答
直
置
〈
正
量
部
〉
復
次
に
、
何
故
、
我
が
存
在
す
る
と
も
、
我
は
存
在
し
な
い
と
も
言
っ
て

問
記
故
。
何
以
故
。
問
記
有
四
種
。
一
者
は
な
ら
な
い
の
か
。

一
間
直
記
。
二
者
先
詰
然
後
記
。
三
者
反
〈
他
〉
捨
置
記
（
の
昏
号
色
昌
圃
‐
ぐ
勧
冒
愚
息
）
で
あ
る
か
ら
だ
。
つ
ま
り
問
答
の
型
に
は

問
而
記
。
四
者
直
置
不
記
。
今
者
問
我
直
四
種
あ
る
。
一
は
一
向
記
（
の
園
３
＄
‐
ｑ
胃
閏
目
。
）
、
二
は
分
別
記
（
ｑ
旨
冨
ご
餌
‐
ぐ
蔵
匿
国
冨
）
、

置
不
記
。
是
故
不
可
言
有
我
。
不
可
言
無
三
は
反
詰
記
守
目
目
。
。
園
‐
ぐ
圃
菌
国
恩
）
、
四
は
捨
置
記
で
あ
る
。
今
取
り
挙
げ
ら
れ
て

我
如
是
。
い
る
我
の
存
在
に
関
す
る
問
題
は
、
こ
れ
ら
四
種
の
中
、
第
四
の
捨
置
記
で
あ
る
。
そ
れ

故
、
我
が
存
在
す
る
と
言
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
我
は
存
在
し
な
い
と
言
っ
て
も
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

こ
の
主
張
は
『
成
実
論
』
無
我
品
に
「
汝
言
無
我
。
是
事
不
然
。
所
以
者
何
。
四
種
答
中
是
第
四
置
答
。
請
人
死
後
若
有
、
若
無
、
亦

有
亦
無
、
非
有
非
無
。
若
実
無
我
、
不
応
有
此
置
答
。
」
（
大
・
犯
・
湖
・
下
）
と
あ
る
主
張
と
等
し
い
。

又
、
『
倶
舎
論
』
随
眠
品
で
も
こ
の
四
記
答
に
触
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
有
情
と
五
穂
の
一
・
異
に
関
す
る
問
題
が
捨
置
記
で
あ
る
と
し
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て
い
る
（
Ｐ
屏
国
丘
も
出
場
、
大
・
酌
・
叩
・
上
Ｉ
中
）
。

〈
互
に
矛
盾
し
た
規
定
が
結
び
つ
く

復
次
何
以
故
有
我
無
我
不
可
説
。
答
定
異
〈
正
〉
復
次
に
、
何
故
、
我
が
存
在
す
る
と
も
、
我
は
存
在
し
な
い
と
も
言
っ
て
は
な

合
故
。
若
有
我
便
応
可
説
。
為
是
行
為
異
ら
な
い
の
か
。

行
。
為
是
無
為
異
無
為
。
此
二
種
説
既
不
‐
〈
他
〉
或
る
規
定
と
、
そ
れ
と
矛
盾
し
た
規
定
と
の
両
者
が
共
に
我
と
結
び
つ
く
か
ら

定
。
是
故
不
可
言
有
我
。
不
可
言
無
我
如
で
あ
る
。

是
。
も
し
も
我
が
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
有
為
法
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
有
為

法
と
は
異
な
る
の
か
、
或
は
そ
れ
は
無
為
法
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
無
為
法
と
は
異
な

る
の
か
、
そ
の
執
れ
か
に
決
定
し
て
説
く
こ
と
が
で
き
る
筈
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、

こ
の
二
種
の
執
れ
が
結
び
つ
く
か
本
よ
り
定
ま
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
故
、
我
が
存
在
す
る

と
言
っ
て
も
な
ら
な
い
し
、
我
は
存
在
し
な
い
と
言
っ
て
も
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

二
常
で
も
あ
り
、
無
常
で
も
あ
る

復
次
何
以
故
有
我
無
我
不
可
説
。
答
常
無
〈
正
〉
復
次
に
、
何
故
、
我
が
存
在
す
る
と
も
、
我
は
存
在
し
な
い
と
も
言
っ
て
は
な

常
合
故
。
若
有
我
可
説
。
為
是
常
為
無
常
。
‐
ら
な
い
の
か
。

此
二
種
説
応
必
有
定
而
不
定
。
是
故
不
可
〈
他
〉
常
と
無
常
と
が
共
に
結
び
つ
く
か
ら
で
あ
る
。
も
し
も
我
が
存
在
す
る
の
で
あ

説
言
有
我
。
不
可
説
言
無
我
如
是
。
れ
ぱ
、
そ
れ
が
常
で
あ
る
の
か
、
無
常
で
あ
る
の
か
、
そ
の
執
れ
で
あ
る
の
か
を
説
く

こ
と
が
で
き
る
筈
で
あ
る
。
こ
の
二
種
の
規
定
は
必
ず
一
方
に
定
ま
る
筈
で
あ
る
の
に
、

〔
我
に
関
し
て
は
〕
執
れ
と
も
定
ま
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
我
が
存
在
す
る
と
言
っ
て
も
な

ら
な
い
し
、
我
は
存
在
し
な
い
と
言
っ
て
も
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ホ
有
無
の
二
辺
で
あ
る

復
次
何
以
故
有
我
無
我
不
可
説
。
答
有
無
〈
正
〉
復
次
に
、
何
故
、
我
が
存
在
す
る
と
も
、
我
は
存
在
し
な
い
と
も
言
っ
て
は
な
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中
依
止
故
。
仏
告
迦
栴
延
。
世
間
依
二
種
。
ら
な
い
の
か
。

亦
依
有
亦
依
無
。
以
是
故
執
有
執
無
。
是
〈
他
〉
有
と
無
と
い
う
範
晴
を
依
り
所
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

故
有
我
無
我
不
可
説
如
是
。
仏
が
カ
ッ
チ
ャ
ー
ャ
ナ
（
民
Ｐ
Ｃ
Ｏ
ご
昌
餌
．
の
犀
．
因
凹
ｑ
ご
自
画
）
に
寄
せ
て
説
か
れ
て
い
る

ｌ
世
間
の
人
人
は
二
種
の
依
り
所
、
つ
ま
り
有
と
無
と
に
依
っ
て
物
事
を
把
え
る
．
そ

れ
だ
か
ら
、
有
に
執
わ
れ
、
無
に
執
わ
れ
る
の
で
あ
る
、
と
。

そ
れ
故
、
我
が
存
在
す
る
と
も
、
我
は
存
在
し
な
い
と
も
言
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
経
典
は
Ⅱ
２
①
イ
で
引
用
さ
れ
た
雑
噌
川
（
大
・
２
．
妬
・
下
）
の
少
し
前
の
部
分
に
「
仏
告
撒
陀
迦
栴
延
。
世
間
有
二
種
依
。

若
有
若
無
。
為
取
所
触
。
取
所
触
故
。
或
依
有
或
依
無
。
」
と
あ
る
の
に
対
応
す
る
。
又
、
の
．
届
．
園
を
参
照
。

③
我
は
存
在
す
る
と
い
う
主
張

イ
五
穂
に
繋
縛
さ
れ
て
次
生
に
至
る
と
説
か
れ
て
い
る

又
諸
部
説
実
有
我
。
何
以
故
。
語
縛
故
。
又
、
幾
つ
か
の
部
派
は
、
確
か
に
我
は
存
在
す
る
と
主
張
す
る
。
何
故
な
ら
、
仏
が
繋

仏
言
。
是
色
痛
想
行
識
繋
縛
。
従
此
世
渡
縛
と
い
う
こ
と
を
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

①

彼
。
彼
諸
部
見
説
繋
縛
故
。
是
故
有
我
如
仏
は
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
ｌ
こ
の
色
受
想
行
識
と
い
う
五
瀧
に
繋
縛
さ
れ
て
、

是
。
此
の
世
か
ら
次
の
世
へ
と
続
い
て
行
く
、
と
。

こ
の
幾
つ
か
の
部
派
は
、
繋
縛
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
故
、

そ
の
客
体
で
あ
る
我
が
存
在
す
る
と
考
え
る
。

こ
こ
で
引
か
れ
る
経
は
、
雑
３
、
私
（
大
・
２
．
岨
・
中
）
及
び
⑳
．
隠
．
旨
「
命
．
旨
．
岳
ら
と
対
応
す
る
。
『
成
実
論
』
は
こ
の
経
を

中
有
の
存
在
証
明
の
教
証
と
し
て
挙
げ
る
（
大
・
犯
・
剛
・
中
）
。

①
原
文
は
「
鑿
説
縛
故
」
。
こ
の
ま
ま
で
は
意
味
が
取
れ
な
い
の
で
改
め
た
。

ロ
正
見
で
あ
る

復
次
何
以
故
有
我
。
答
正
見
故
。
仏
言
。
〈
正
〉
復
次
に
、
何
故
、
我
が
存
在
す
る
の
か
。
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有
人
見
化
生
故
。
正
見
。
彼
諸
部
見
正
見
〈
他
〉
そ
れ
が
正
見
だ
か
ら
で
あ
る
。

故
．
是
故
有
我
如
是
。
仏
が
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
Ｉ
或
る
人
が
化
生
の
有
情
（
§
：
ロ
冨
忌
旨
冨
）

が
い
る
と
見
る
な
ら
、
そ
れ
は
正
見
で
あ
る
、
と
。

こ
の
幾
つ
か
の
部
派
は
、
そ
れ
が
正
見
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
故
、
我
が
存
在
す
る
と
考

寿
え
る
。

以
下
類
同
の
議
論
が
幾
つ
か
現
わ
れ
る
が
、
閏
目
ゅ
ロ
と
の
胃
き
ゅ
〕
冒
長
巴
四
が
同
義
語
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
い
た
議
論
で
あ
る
。

団
詐
く
い
〉
己
胃
Ｐ
〕
目
色
ロ
星
騨
》
日
四
口
秒
ご
Ｐ
』
宮
笛
ゞ
旨
趣
》
冒
侭
巳
Ｐ
）
冠
口
曾
等
等
が
騨
冒
四
口
と
同
義
で
あ
る
と
の
了
解
は
、
『
倶
舎
論
』
破

我
品
伝
用
戸
口
念
、
ゞ
大
・
蛇
・
剛
・
上
）
に
引
用
さ
れ
る
雑
過
・
川
（
大
・
２
．
翫
・
下
）
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
同
様
の
主
題
が
様
様
な

形
で
阿
含
ニ
ヵ
ー
ャ
中
に
散
見
さ
れ
る
。
右
の
議
論
は
そ
の
中
、
、
餌
詐
ぐ
ゅ
が
《
《
閉
は
》
》
と
説
か
れ
て
い
る
、
と
云
う
の
で
あ
る
。

尚
、
こ
こ
で
引
か
れ
て
い
る
の
は
富
＆
．
］
弓
旨
Ｐ
目
‐
ｏ
昇
薗
国
切
煙
匿
い
（
旨
．
日
．
息
）
の
一
節
で
あ
る
《
《
嵐
騨
冨
【
目
。
④
台
巨
嶌
ゆ
く
の
》

ｍ
四
日
日
働
昌
拝
匡
め
開
口
ぐ
画
も
ロ
ヴ
働
働
ワ
ロ
倒
函
ご
倒
口
ｂ
ｐ
Ｑ
目
ぐ
の
ロ
四
戸
歸
倒
》
シ
芹
巨
ａ
ｐ
ｐ
四
目
〕
四
芹
巨
置
＃
ず
ｐ
日
》
い
詐
冨
面
匡
冒
昌
』
色
詐
冨
、
匡
丙
沙
菌

Ｑ
匡
丙
屏
四
詐
倒
ロ
四
目
丙
四
詞
画
門
口
倒
口
四
芦
営
も
岸
〕
巴
Ｐ
昌
畠
も
倒
戸
○
等
ゅ
ヰ
彦
昏
四
目
四
禺
巨
旨
丙
○
》
四
陣
ロ
］
己
四
Ｈ
ｏ
さ
戸
○
》
四
茸
丘
】
国
〕
幽
庁
少
四
茸
旨
目
も
拝
脚
四
ヰ
ロ
』
め
い
耳
倒

○
も
四
も
脚
は
崗
餌
四
汁
汁
ロ
』
］
○
戸
①
の
四
属
国
四
己
四
ご
崗
幽
ロ
昌
冒
四
口
働
ｍ
四
房
ご
属
目
四
ｍ
ｍ
色
庁
倒
い
い
Ｈ
ｐ
Ｈ
ｐ
凶
も
四
口
ロ
劉
昌
①
〕
Ｈ
ロ
四
国
。
ｐ
』
○
戸
四
芦
旨
も
秒
減
②
口
○
ｐ
」
○
丙
四
卦
胃
め
Ｐ
固
い
境
目

ゆ
ず
』
〕
鄙
画
固
め
ｐ
ｏ
ｏ
彦
」
丙
騨
斥
ぐ
脚
も
ゆ
ぐ
①
ｑ
①
ロ
武
威
》
唾
望
色
尉
国
》
ず
ロ
』
丙
丙
凹
ぐ
①
】
の
四
門
目
Ｈ
ロ
幽
日
茸
彦
目
の
脚
⑳
煙
く
凹
む
四
卸
．
働
ウ
ロ
国
四
割
凶
巨
も
Ｐ
Ｑ
ｐ
耳
①
己
魚
戸
屍
倒
こ
と
い

う
部
分
に
対
応
す
る
が
、
こ
れ
と
平
行
す
る
漢
訳
、
中
阿
含
伽
聖
道
経
（
大
・
１
・
妬
・
下
）
は
右
の
中
で
化
生
を
欠
く
。
念
の
為
に
そ
の

一
節
を
掲
げ
て
お
く
と
「
云
何
正
見
。
謂
此
見
有
施
有
斎
、
亦
有
呪
説
、
有
善
悪
業
、
有
善
悪
業
報
、
有
此
世
彼
世
、
有
父
、
有
母
、
世
有

真
人
往
至
善
処
、
善
去
善
向
此
世
彼
世
、
自
知
自
覚
自
作
證
成
就
遊
。
是
謂
正
見
・
」
と
し
て
化
生
の
有
情
の
み
を
欠
い
て
い
る
。
化
生
に

関
す
る
各
部
派
の
見
解
の
相
違
の
反
映
か
ど
う
か
、
対
応
す
る
一
節
を
持
つ
雑
師
・
岬
（
大
．
２
．
ｍ
・
中
）
で
も
平
行
経
の
シ
、
隣
．
ヨ
ロ

に
は
化
生
が
説
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
漢
訳
は
化
生
を
欠
い
て
い
る
。

『
倶
舎
論
』
破
我
品
伝
舜
国
営
も
卜
畠
〕
大
・
豹
・
鰯
・
中
）
で
も
我
の
存
在
証
明
の
教
証
と
し
て
こ
の
経
典
を
引
く
が
、
右
に
示
し
た
部

分
よ
り
少
し
前
の
「
云
何
邪
見
…
…
」
の
一
節
で
あ
る
。
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〈
四
念
住
の
主
体
で
あ
る
。

復
次
何
以
故
有
我
。
答
仏
説
四
念
故
。
仏
〈
正
〉
復
次
に
、
何
故
、
我
が
存
在
す
る
の
か
。

言
。
観
見
身
受
心
法
。
若
無
我
無
可
見
四
〈
他
〉
仏
が
四
念
住
を
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

法
。
徽
諸
部
児
。
仏
説
四
念
故
．
是
故
有
仏
は
次
の
よ
う
に
言
わ
弧
て
い
る
ｌ
身
と
受
と
心
と
法
と
を
観
察
す
る
、
と
。

我
如
是
。
も
し
も
、
こ
れ
ら
身
受
心
法
の
四
と
は
別
に
我
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
〔
観
察
す
る
主

体
が
な
く
な
り
〕
こ
の
四
法
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
幾
つ
か
の
部
派
は
、
仏
が
四
念
住
を
説
か
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
故
、
我
が
存
在

す
る
と
考
え
る
。

『
論
事
』
１
．
ｍ
に
同
じ
く
四
念
住
の
主
体
と
し
て
・
フ
ド
ガ
ラ
を
措
定
す
る
議
論
が
あ
る
。

二
声
聞
の
過
去
が
説
か
れ
て
い
る

復
次
何
以
故
有
我
。
答
仏
説
声
聞
故
。
仏
〈
正
〉
復
次
に
、
何
故
、
我
が
存
在
す
る
の
か
。

言
。
有
人
事
火
自
爽
其
身
。
勤
人
自
炎
。
〈
他
〉
仏
が
声
聞
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

以
是
故
仏
説
有
人
．
如
是
。
若
無
人
自
無
仏
が
淡
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
ぃ
鳥
Ｉ
或
る
人
（
燭
邑
謬
一
鱈
訳
い
く
火
濯
祭
祀
し
、

笑
。
亦
無
他
可
爽
。
彼
諸
部
見
。
仏
説
有
自
ら
自
分
の
身
体
を
実
り
、
又
、
人
に
勧
め
て
自
ら
を
笑
ら
せ
て
い
た
、
と
。

人
。
是
故
見
有
我
如
是
。
こ
の
仏
の
言
葉
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
仏
は
。
フ
ト
ガ
ラ
が
存
在
す
る
と
説
か
れ
て
い
る

“
の
で
あ
る
。
も
し
も
プ
ド
ガ
ラ
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
自
ら
自
分
の
身
体
を
笑
っ
た
者
も

い
な
い
こ
と
に
な
る
し
、
実
ら
せ
た
他
の
者
も
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
幾
つ
か
の
部
派
は
、
仏
が
プ
ド
ガ
ラ
が
存
在
す
る
と
説
か
れ
た
と
考
え
、
そ
れ
故
、

我
が
存
在
す
る
と
結
論
す
る
。

Ⅱ
２
③
ロ
と
同
様
の
議
論
で
冒
侭
巴
煙
が
《
《
秒
昌
・
ゞ
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
行
為
の
主
体
で
あ
る
我
の
存
在
を
主
張
し

て
い
る
。
尚
、
右
の
事
例
は
雑
犯
・
岬
（
大
・
２
．
ｍ
・
上
）
等
に
現
わ
れ
る
ゥ
ル
ヴ
ェ
ー
ラ
・
カ
ッ
サ
。
〈
（
ご
呂
到
の
］
秒
‐
民
儲
、
鱒
冒
）
の
こ
と
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か
と
思
わ
れ
る
が
、
厳
密
に
一
致
す
る
文
章
が
あ
る
訳
で
は
な
い
。

ホ
一
人
の
プ
ド
ガ
ラ
が
世
に
生
じ
る
と
説
か
れ
て
い
る

復
次
諸
部
何
故
説
有
我
。
答
一
人
出
世
多
〈
正
〉
復
次
に
、
幾
つ
か
の
部
派
は
、
何
故
、
我
が
存
在
す
る
と
主
張
す
る
の
か
。

人
得
安
楽
生
故
。
仏
語
。
諸
比
丘
。
一
切
〈
他
〉
一
人
の
プ
ド
ガ
ラ
が
世
に
出
現
し
て
、
多
く
の
人
が
安
楽
な
生
涯
を
送
る
こ
と

功
徳
人
生
在
世
間
。
多
人
得
安
楽
故
。
若
が
で
き
る
〔
と
説
か
れ
て
い
る
〕
か
ら
で
あ
る
。

無
人
誰
生
功
徳
．
是
諸
部
見
一
人
生
故
．
仏
が
次
の
よ
う
に
お
説
き
に
な
っ
て
い
る
ｌ
比
丘
達
よ
、
一
切
の
功
徳
を
備
え
た
プ

是
故
有
我
如
是
。
ド
ガ
ラ
が
生
ま
れ
て
、
こ
の
世
間
に
在
る
と
、
多
く
の
人
が
安
楽
を
得
る
、
と
。
こ
の
よ

う
に
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

も
し
プ
ド
ガ
ラ
が
い
な
け
れ
ば
、
一
体
誰
が
こ
の
功
徳
を
生
じ
る
と
言
う
の
か
。

こ
の
幾
つ
か
の
部
派
は
、
一
人
の
プ
ド
ガ
ラ
が
生
じ
る
〔
と
説
か
れ
て
い
る
〕
か
ら
、

そ
れ
故
、
我
が
存
在
す
る
と
考
え
る
。

こ
れ
も
１
２
③
ロ
や
一
一
と
同
類
の
議
論
で
あ
る
。
引
か
れ
て
い
る
経
は
、
増
８
．
２
（
大
・
２
．
知
・
上
）
及
び
シ
」
．
届
（
少
怠
．
馬
）

に
対
応
す
る
。
『
論
事
』
１
”
も
こ
の
経
を
引
き
プ
ド
ガ
ラ
有
り
と
し
、
『
成
実
論
』
（
大
・
胡
・
湖
・
下
）
も
こ
れ
を
引
い
て
我
有
り
と
す

る
。
又
、
『
倶
舎
論
』
破
我
品
（
シ
丙
切
冒
や
急
、
〕
大
．
”
・
鰯
・
中
）
も
こ
の
経
を
引
く
が
、
そ
こ
で
は
プ
ド
ガ
ラ
と
五
誼
と
が
別
の
も
の

で
あ
る
と
す
る
主
張
の
教
証
と
し
て
引
く
。

３
プ
ド
ガ
ラ
と
五
謡
と
の
関
係
に
つ
い
て

①
五
瀧
が
プ
ド
ガ
ラ
で
あ
る
と
す
る
主
張

又
諸
部
説
五
陰
是
人
是
我
。
問
日
。
何
以
又
、
幾
つ
か
の
部
派
は
、
五
源
が
プ
ド
ガ
ラ
で
あ
り
、
我
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
何

故
。
答
説
界
門
故
。
仏
語
。
比
丘
。
六
界
故
な
ら
、
六
処
が
〔
プ
ド
ガ
ラ
で
あ
る
〕
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

門
六
触
是
人
．
彼
諸
部
見
。
仏
説
六
界
門
仏
が
語
ら
れ
て
い
る
ｌ
〔
眼
耳
鼻
舌
身
意
の
〕
六
処
と
六
触
が
プ
ド
ガ
ラ
で
あ
る
、

六
触
是
人
。
是
故
是
人
如
是
。
復
次
何
以
と
。
こ
の
幾
つ
か
の
部
派
は
、
仏
が
「
六
処
と
六
触
が
プ
ド
ガ
ラ
で
あ
る
」
と
説
か
れ
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故
是
人
無
異
人
。
答
仏
説
。
外
国
有
最
上

女
人
修
多
羅
等
故
。
仏
言
。
我
所
説
是
最

上
女
人
。
若
白
若
黒
若
青
若
細
滑
。
若
方

若
長
若
短
若
細
腰
若
肥
。
即
是
人
更
無
異

人
如
是
。
又
仏
語
比
丘
。
有
人
見
一
比
丘

①

可
憎
。
若
短
若
艇
若
篭
如
是
。
復
次
仏
説
。

我
天
眼
見
衆
生
可
愛
可
憎
等
。
如
是
。
復

次
説
彼
地
獄
人
。
如
焼
積
薪
焼
地
獄
人
亦

復
如
是
。
前
所
説
最
上
女
人
等
。
及
見
比

丘
可
憎
。
仏
見
衆
生
可
愛
可
僧
。
乃
至
焼

地
獄
人
如
焼
積
薪
等
。
但
是
五
陰
是
人
更

無
異
人
。
是
諸
部
見
仏
説
陰
是
人
。
是
故

是
人
如
是
Ｐ

て
い
る
か
ら
、
そ
れ
故
〔
五
瀧
が
〕
プ
ド
ガ
ラ
で
あ
る
と
考
え
る
。

〈
正
〉
復
次
に
、
何
故
〔
五
瀧
が
〕
プ
ド
ガ
ラ
で
あ
っ
て
、
プ
ド
ガ
ラ
と
別
の
も
の
で

は
な
い
の
か
。

〈
他
〉
仏
が
『
外
国
に
最
上
の
女
人
あ
り
」
と
い
う
経
を
初
め
と
す
る
幾
つ
か
の
経
を

お
説
き
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

仏
が
説
か
れ
て
い
る
Ｉ
色
白
で
あ
る
と
か
、
〔
髪
は
〕
黒
く
〔
瞳
は
〕
青
い
と
か
、

〔
肌
は
〕
細
や
か
で
滑
ら
か
で
あ
る
と
か
、
端
正
で
す
ら
り
と
背
が
高
い
と
か
、
ど
こ
そ

こ
は
短
い
と
か
、
腰
は
細
く
く
び
れ
、
ど
こ
そ
こ
は
豊
か
に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
云
云
、

と
私
が
説
い
た
の
は
最
上
の
女
人
に
つ
い
て
語
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と
。

即
ち
、
〔
仏
が
様
様
に
挙
げ
ら
れ
た
特
徴
は
総
て
〕
紛
う
方
な
く
こ
れ
は
プ
ド
ガ
ラ
で

あ
り
、
プ
ド
ガ
ラ
以
外
の
何
物
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
の
で
も
な
い
。

又
、
仏
が
語
ら
れ
て
い
る
ｌ
比
丘
よ
、
或
る
人
が
一
人
の
比
丘
を
憎
ら
し
い
と
思
っ

た
。
彼
は
背
が
低
く
、
瘻
で
壁
だ
、
と
。

復
次
に
、
仏
が
説
か
れ
て
い
る
Ｉ
私
は
天
眼
で
衆
生
の
愛
す
べ
き
者
や
憎
む
べ
き
者

②

等
を
見
る
、
と
。

復
次
に
、
仏
が
地
獄
の
人
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
ｌ
積
み
上
げ
た
薪
を
焼
く
の
と

丁
度
同
じ
よ
う
に
地
獄
の
人
を
焼
く
、
と
。

以
上
、
右
に
引
い
た
「
最
上
の
女
人
」
を
初
め
と
し
て
、
「
比
丘
を
憎
ら
し
く
思
う
」
「
仏

が
衆
生
の
愛
す
べ
き
者
や
憎
む
べ
き
者
を
見
る
」
乃
至
「
地
獄
の
人
を
積
み
上
げ
た
薪
を

焼
く
よ
う
に
焼
く
」
等
は
、
皆
正
し
く
五
穂
に
つ
い
て
言
っ
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
は
プ

ド
ガ
ラ
で
あ
っ
て
、
全
く
プ
ド
ガ
ラ
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
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こ
の
幾
つ
か
の
部
派
は
、
仏
が
、
五
謡
が
プ
ド
ガ
ラ
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
、

そ
れ
故
、
〔
五
穂
が
〕
プ
ド
ガ
ラ
で
あ
る
と
考
え
る
。

①
大
正
は
「
睦
」
と
す
る
が
、
宋
元
明
三
本
に
従
っ
て
「
萱
」
と
す
る
。

②
こ
の
経
典
は
中
阿
含
“
天
使
経
（
大
・
１
．
畑
・
上
）
及
び
旨
．
届
Ｃ
ロ
①
く
ゅ
自
冨
切
に
対
応
す
る
。
『
論
事
』
１
側
に
も
こ
の
経
を

引
く
が
、
そ
こ
で
は
五
蒋
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
プ
ド
ガ
ラ
有
り
と
す
る
説
の
教
証
と
す
る
。

②
プ
ド
ガ
ラ
と
五
語
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
主
張

イ
重
荷
を
担
う
人
の
臂
え

又
諸
部
説
人
異
五
陰
。
何
以
故
。
答
如
担
又
、
幾
つ
か
の
部
派
は
、
プ
ド
ガ
ラ
は
五
穂
と
別
の
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
何
故

重
担
人
故
。
仏
言
。
重
担
是
五
陰
。
担
者
な
ら
、
重
い
荷
物
を
担
う
人
の
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

是
人
。
如
是
。
以
是
故
人
与
陰
各
。
是
故
仏
が
説
か
れ
て
い
る
ｌ
重
い
荷
物
と
は
五
穂
で
あ
り
、
担
う
者
と
は
プ
ド
ガ
ラ
で
あ

人
与
陰
異
如
是
。
る
、
と
。
そ
れ
故
、
プ
ド
ガ
ラ
と
五
悪
と
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
プ
ド

ガ
ラ
と
穂
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
経
典
は
、
雑
３
・
恥
（
大
・
２
・
岨
・
上
）
及
び
の
．
縄
．
馬
（
ｍ
旨
．
蹟
）
に
対
応
す
る
一
節
を
持
つ
。

口
取
と
愛
と
を
持
つ
も
の
で
あ
る

復
次
何
以
故
人
異
陰
。
仏
言
。
人
取
愛
為
〈
正
〉
復
次
に
、
何
故
、
プ
ド
ガ
ラ
と
五
誼
と
が
別
の
も
の
な
の
か
。

其
第
二
久
遠
輪
転
。
是
故
人
与
愛
異
。
以
〈
他
〉
仏
が
言
わ
れ
て
い
る
１
人
は
取
（
ｇ
目
倒
目
）
と
愛
（
耳
曾
倒
）
と
を
第
二
の
も

是
故
人
与
陰
各
如
是
。
の
〔
即
ち
所
縁
〕
と
し
て
、
久
遠
に
生
死
に
流
転
す
る
、
と
。

そ
れ
故
、
プ
ド
ガ
ラ
と
愛
と
は
別
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
プ
ド
ガ
ラ
と
認
と
は
そ

れ
ぞ
れ
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

〈
業
の
果
報
を
受
け
る
主
体
で
あ
る
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復
次
何
以
故
人
与
陰
各
。
答
受
業
果
故
。
〈
正
〉
復
次
に
、
何
故
、
プ
ド
ガ
ラ
と
五
穂
と
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
。

仏
説
偶
言
。
〈
他
〉
業
の
果
報
を
受
け
る
か
ら
で
あ
る
。

生
世
楽
歓
喜
異
世
楽
欣
然
仏
が
偶
を
説
い
て
お
ら
れ
る
。

作
福
二
処
歓
自
見
其
業
浄
此
の
生
涯
で
楽
し
み
歓
喜
し
、
次
の
生
涯
で
も
楽
し
み
欣
喜
す
る
。

此
世
業
報
寛
来
世
復
応
受
福
徳
を
為
せ
ば
こ
の
世
と
次
の
世
の
二
ヶ
所
で
歓
び
を
得
、
自
ら
自
身
の
な
し
た
清

陰
壊
随
業
往
更
受
異
陰
身
浄
な
業
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

彼
諸
部
見
受
業
報
故
。
是
故
人
与
陰
各
如
此
の
世
で
受
け
る
今
へ
き
業
報
が
尽
き
て
も
、
次
の
世
で
更
に
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

是
。
い
。瀧
が
壊
滅
し
て
も
、
引
き
続
き
業
に
随
っ
て
往
き
、
更
に
別
の
五
瀧
の
和
合
し
た
身

体
を
受
け
る
、
と
。

こ
の
幾
つ
か
の
部
派
は
業
の
果
報
を
受
け
る
か
ら
、
そ
れ
故
、
プ
ド
ガ
ラ
と
五
語
と
は

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
前
半
の
偶
を
『
成
実
論
』
が
引
い
て
「
又
仏
説
。
今
喜
後
喜
。
為
善
両
喜
。
若
但
五
穂
。
不
応
両
喜
。
」
（
大
・
詑
・
湖
・
下
）
と
有

我
の
主
張
の
論
拠
と
し
て
い
る
の
も
同
じ
主
張
で
あ
ろ
う
。
『
成
実
論
』
で
は
こ
れ
に
対
し
て
「
又
汝
言
為
善
両
喜
者
、
経
中
仏
自
遮
是

事
言
。
我
不
説
有
。
捨
此
五
瀧
受
彼
瀧
者
。
但
以
五
誼
相
続
不
異
。
故
言
両
喜
。
」
（
大
・
記
・
畑
・
上
）
と
批
判
す
る
。
又
プ
ド
ガ
ラ
と
五

穂
と
の
不
一
不
異
の
主
張
に
対
し
て
再
度
こ
れ
を
引
き
「
又
汝
雌
言
然
与
可
然
不
一
不
異
。
然
眼
見
異
相
。
我
与
五
瀧
亦
応
有
異
。
又
五

瀧
失
而
我
不
失
。
以
此
間
没
、
至
彼
間
生
、
有
両
喜
故
。
若
随
五
臨
有
失
有
生
、
則
同
五
瀧
不
名
両
喜
。
汝
以
妄
想
分
別
是
我
得
何
等

利
。
」
（
大
・
犯
・
加
・
中
Ｉ
下
）
と
論
難
し
て
い
る
盆
Ⅲ
３
②
○
・
尚
、
こ
の
偶
の
前
半
は
は
ロ
９
．
岳
と
符
合
す
る
。

’
一
過
去
世
の
何
某
は
私
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る

復
次
何
以
故
人
与
陰
各
。
答
是
我
説
故
。
〈
正
〉
復
次
に
、
何
故
、
プ
ド
ガ
ラ
と
五
穂
と
が
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
も
の
で
あ
る
の
か
。

仏
言
。
我
前
世
時
作
転
輪
聖
王
。
名
日
善
〈
他
〉
〔
仏
が
か
っ
て
の
何
某
は
〕
私
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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見
。
亦
名
大
天
。
以
是
故
今
受
新
陰
前
我
仏
が
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
ｌ
私
は
、
前
の
生
涯
の
時
に
は
転
輪
聖
王
で
あ
り
、

不
異
。
是
故
人
与
陰
各
如
是
。
名
を
善
見
と
言
い
、
又
、
大
天
と
も
言
っ
た
、
と
。

従
っ
て
、
今
新
し
い
五
穂
を
受
け
て
も
、
〔
私
そ
の
も
の
は
〕
前
の
私
と
異
な
ら
な
い

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
故
、
プ
ド
ガ
ラ
と
五
語
と
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
経
も
『
成
実
論
』
が
引
く
。
「
又
十
二
部
経
中
有
本
生
経
。
仏
自
説
言
、
彼
時
大
喜
見
王
我
身
是
也
。
如
是
等
本
生
、
今
五
語
非

昔
五
穂
、
是
故
有
我
従
本
至
今
。
」
（
大
・
認
・
湖
・
下
）
と
、
こ
の
論
と
同
一
の
主
張
を
載
せ
て
い
る
。
但
し
こ
れ
に
対
す
る
批
判
は
「
又

汝
言
有
本
生
者
、
因
五
瀧
故
、
名
喜
見
王
。
即
彼
調
相
続
故
名
仏
、
故
説
我
是
彼
王
・
」
（
大
・
鑓
・
加
・
上
）
と
し
て
お
り
、
こ
の
論
の
反

論
と
は
異
な
っ
て
い
る
（
唾
Ⅲ
３
②
｜
こ
。

又
こ
れ
と
ほ
ぼ
平
行
し
た
議
論
が
『
倶
舎
論
』
破
我
品
に
見
ら
れ
「
若
唯
有
慈
、
何
故
世
尊
作
如
是
説
、
今
我
於
昔
為
世
導
師
名
為
妙

眼
。
此
説
何
筈
。
瀧
各
異
故
。
若
爾
是
何
物
。
謂
補
特
伽
羅
。
昔
我
即
今
体
応
常
住
。
故
説
今
我
昔
為
師
言
。
顕
昔
与
今
是
一
相
続
。
如

言
此
火
曾
焼
彼
事
」
（
大
．
”
・
恥
・
下
）
と
あ
る
（
僥
図
も
．
合
巴
。

ホ
常
・
無
常
が
言
及
さ
れ
て
い
な
い

復
次
何
以
故
人
与
陰
各
。
答
無
記
処
説
故
。
〈
正
〉
復
次
に
、
何
故
、
プ
ド
ガ
ラ
と
五
瀧
と
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
。

仏
言
陰
無
常
。
不
説
人
無
常
。
有
時
説
。
〈
他
〉
〔
プ
ド
ガ
ラ
の
常
・
無
常
は
〕
無
記
に
含
ま
れ
る
問
題
で
あ
る
か
ら
だ
。

陰
是
無
常
相
。
有
時
説
。
陰
是
常
相
。
以
仏
は
「
穂
は
無
常
で
あ
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
「
プ
ド
ガ
ラ
は
無
常
で
あ
る
」
と
は

是
故
常
相
異
無
常
相
異
。
是
故
人
与
陰
各
説
か
れ
な
い
。
或
る
場
合
に
は
「
語
は
無
常
の
相
を
し
て
い
る
」
と
説
か
れ
、
或
る
場
合

如
是
。
に
は
「
穂
は
常
の
相
を
し
て
い
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
常
相
と
無
常
相
と
は
そ

れ
ぞ
れ
全
く
異
な
っ
た
相
で
あ
る
〔
に
も
拘
ら
ず
プ
ド
ガ
ラ
の
常
・
無
常
に
つ
い
て
は
言

及
さ
れ
て
い
な
い
〕
。

そ
れ
故
、
〔
常
・
無
常
が
説
か
れ
な
い
〕
プ
ド
ガ
ラ
と
〔
そ
れ
が
言
及
さ
れ
る
〕
五
誼

と
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
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４
プ
ド
ガ
ラ
の
常
・
無
常
に
つ
い
て

①
プ
ド
ガ
ラ
は
常
で
あ
る
と
い
う
主
張

イ
本
源
が
な
い

又
諸
部
説
人
是
常
。
何
以
故
。
答
無
本
故
。
又
、
幾
つ
か
の
部
派
は
、
プ
ド
ガ
ラ
が
常
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
何
故
な
ら
〔
プ
ド
ガ

人
不
応
生
死
中
行
。
如
仏
所
説
。
生
死
無
ラ
に
は
〕
本
源
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
プ
ド
ガ
ラ
そ
れ
自
体
は
生
死
と
は
無
関

本
衆
生
輪
転
。
生
死
源
本
不
可
知
如
是
。
係
な
存
在
で
あ
る
。

是
故
人
無
本
。
若
人
無
本
亦
無
其
末
。
是
例
え
ば
仏
が
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
Ｉ
生
死
に
は
本
源
と
云
え
る
も
の
は
な
く
、

故
人
常
如
是
。
衆
生
（
の
騨
洋
ぐ
鯉
）
は
〔
無
窮
に
〕
流
転
す
る
。
こ
の
生
死
の
本
源
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

‐
〆
）
Ｏ

そ
れ
故
、
プ
ド
ガ
ラ
に
は
本
源
は
な
く
、
プ
ド
ガ
ラ
に
本
源
が
な
い
以
上
、
又
そ
の
終

末
も
な
い
。
従
っ
て
、
プ
ド
ガ
ラ
は
常
で
あ
る
。

こ
の
議
論
も
冒
烏
巴
幽
と
困
倖
ぐ
ゅ
が
同
義
語
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
引
用
さ
れ
る
経
典
は
、
雑
、
．
Ⅱ
（
大
・
２
・

的
・
中
）
及
び
印
隠
．
ｇ
命
』
．
Ｅ
Ｓ
と
対
応
す
る
。
「
論
事
』
１
剛
で
矢
張
り
こ
の
経
を
引
い
て
プ
ド
ガ
ラ
の
転
生
の
論
拠
と
す
る
。

ロ
過
去
世
の
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る

復
次
何
以
故
人
常
。
答
憶
過
去
世
故
。
仏
〈
正
〉
復
次
に
、
何
故
、
プ
ド
ガ
ラ
が
常
な
の
か
。

言
。
億
一
生
乃
至
億
過
去
無
数
劫
生
。
陰
〈
他
〉
過
去
世
の
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

壊
碓
流
転
生
死
而
人
不
壊
。
彼
諸
部
見
。
仏
が
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
ｌ
一
生
の
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
し
、
乃
至
過
去

億
一
生
乃
至
億
過
去
無
数
劫
生
故
。
是
故
無
数
劫
の
生
涯
の
こ
と
を
想
起
す
る
、
と
。

人
常
如
是
。
従
っ
て
、
五
穂
が
壊
滅
し
、
生
死
に
流
転
し
て
も
、
そ
れ
で
も
プ
ド
ガ
ラ
は
壊
滅
し
な

い
の
で
あ
る
。

こ
の
幾
つ
か
の
部
派
は
、
一
生
の
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
し
、
乃
至
過
去
無
数
劫
の
生
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涯
の
こ
と
を
想
起
す
る
か
ら
、
そ
れ
故
、
プ
ド
ガ
ラ
は
常
で
あ
る
と
考
え
る
。

過
去
の
生
涯
の
記
憶
に
つ
い
て
は
阿
含
一
一
カ
ー
ャ
中
所
所
に
見
ら
れ
る
が
、
例
え
ば
中
阿
含
畑
箭
毛
経
（
大
・
１
・
油
・
下
以
下
）
旨
．
ご

ｏ
巳
四
‐
砂
百
日
目
萱
印
等
が
よ
く
符
合
す
る
。
尚
、
憶
念
の
境
、
憶
念
の
主
体
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
我
の
有
無
の
問
題
と
し
て
『
倶
舎

論
』
破
我
品
寝
丙
国
ロ
ロ
ミ
い
ゞ
大
。
”
・
剛
・
下
１
画
・
上
）
で
議
論
し
て
い
る
。

〈
彼
岸
に
永
住
す
る

復
次
何
以
故
人
常
。
答
説
処
故
。
仏
言
。
〈
正
〉
復
次
に
、
何
故
、
プ
ド
ガ
ラ
が
常
な
の
か
。

渡
彼
岸
住
彼
地
名
婆
羅
門
。
如
是
。
仏
復
〈
他
〉
〔
永
住
す
る
〕
場
所
が
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

言
。
既
已
渡
彼
岸
更
不
復
還
。
如
是
．
仏
仏
が
説
か
れ
て
い
る
ｌ
彼
岸
に
渡
り
、
そ
の
地
に
留
ま
る
者
が
婆
羅
門
で
あ
る
、
と
。

復
説
。
渡
彼
岸
者
住
彼
処
不
堕
落
。
既
至
さ
ら
に
仏
が
説
か
れ
て
い
る
Ｉ
既
に
彼
岸
に
渡
り
終
え
た
者
は
、
決
し
て
再
び
還
っ

彼
岸
無
復
憂
悩
。
如
是
。
若
人
見
渡
彼
岸
て
こ
な
い
、
と
。

者
。
住
彼
処
不
堕
落
．
無
憂
悩
故
。
是
故
さ
ら
に
、
仏
が
説
か
れ
て
い
る
Ｉ
彼
岸
に
渡
っ
た
者
は
、
そ
の
地
に
留
ま
っ
て
、
そ

人
常
。
彼
諸
部
見
。
仏
説
処
故
。
是
故
人
こ
か
ら
堕
落
す
る
こ
と
は
な
い
。
既
に
彼
岸
に
至
っ
た
以
上
、
再
び
憂
い
悩
む
こ
と
が
な

常
。
い
、
と
。もし
も
人
が
、
彼
岸
に
渡
っ
た
こ
と
に
気
付
け
ば
、
彼
は
そ
の
地
に
永
久
に
留
ま
っ
て

堕
落
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
こ
で
は
憂
悩
す
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
プ

ド
ガ
ラ
は
常
で
あ
る
。

こ
の
幾
つ
か
の
部
派
は
、
仏
が
〔
永
住
す
る
〕
場
所
を
説
か
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
故
、

プ
ド
ガ
ラ
は
常
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
こ
で
引
用
さ
れ
る
経
は
例
え
ば
ロ
ｇ
Ｌ
底
を
想
起
さ
せ
る
し
、
或
は
「
身
死
不
堕
数
、
永
処
般
浬
桑
」
の
類
の
一
句
を
共
有
す
る

雑
Ⅳ
及
び
、
患
の
一
連
の
経
を
連
想
さ
せ
る
が
執
れ
も
正
確
に
は
一
致
し
な
い
。
し
か
し
主
張
そ
の
も
の
は
明
解
で
あ
る
。

｝
一
不
動
の
楽
に
至
る
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復
次
何
以
故
人
常
。
答
至
不
動
楽
故
。
仏

説
偶
言
。
如
是
正
解
脱
渡
欲
汲
泥
流

智
者
莫
能
測
得
至
無
動
楽

彼
諸
部
見
。
仏
説
至
無
動
楽
故
。
是
故
人

常
。
以
是
人
至
不
動
楽
無
陰
故
。
是
人
不

可
知
処
。
是
故
人
常
如
是
。

又
諸
部
説
人
無
常
。
問
何
以
故
。
答
有
本

故
。
仏
語
比
丘
。
有
一
人
生
為
一
切
人
安

楽
。
如
是
。
若
有
生
有
其
本
。
若
有
本
有

其
末
。
是
故
人
無
常
如
是
。

引
用
さ
れ
て
い
る
偶
は

州
・
中
）
に
も
現
わ
れ
る
。
己
・
倒
口
四
陣
屋
）

〈
正
〉
復
次
に
、
何
故
、
プ
ド
ガ
ラ
が
常
な
の
か
。

〈
他
〉
不
動
の
楽
に
至
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

仏
が
偶
を
説
い
て
お
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
に
正
し
く
解
脱
し
、
欲
望
の
派
泥
の
流
れ
を
渡
る
。

智
者
も
〔
そ
の
行
着
く
先
を
〕
推
し
測
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
不
動
の
楽
に
至
る
、

‐
〆
」
Ｏ

こ
の
幾
つ
か
の
部
派
は
、
仏
が
「
不
動
の
楽
に
至
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ

故
、
プ
ド
ガ
ラ
は
常
で
あ
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
プ
ド
ガ
ラ
は
不
動
の
楽
に
至
る

に
当
っ
て
五
穂
を
伴
わ
な
い
か
ら
こ
そ
、
そ
の
趣
く
所
を
知
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。

〔
つ
ま
り
無
常
な
る
五
謡
と
は
独
立
し
て
い
る
か
ら
〕
そ
れ
故
、
プ
ド
ガ
ラ
は
常
で
あ
る
。

補
注

の
後
半
に
対
応
す
る
。
こ
の
偶
は
ま
た
雑
記
．
、
（
大
・
２
．
剛
・
下
）
別
雑
１
・
巧
（
大
・
２

②
プ
ド
ガ
ラ
は
無
常
で
あ
る
と
す
る
主
張

イ
本
源
が
あ
る

又
、
幾
つ
か
の
部
派
は
、
プ
ド
ガ
ラ
は
無
常
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
何
故
な
ら
、
本
源

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

仏
が
語
ら
れ
て
い
る
ｌ
比
丘
よ
、
一
人
の
プ
ド
ガ
ラ
が
〔
こ
の
世
に
〕
生
ま
れ
て
、

総
ゆ
る
人
を
安
楽
に
す
る
、
と
。

も
し
も
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
な
ら
、
そ
の
本
源
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
本

源
が
あ
る
の
な
ら
、
そ
の
終
末
が
あ
る
筈
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
プ
ド
ガ
ラ
は
無
常
で
あ
る
。

ロ
「
新
生
」
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
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復
次
何
以
故
人
無
常
。
答
落
生
故
。
浬
藥

常
不
落
不
生
。
依
仏
説
言
。
我
見
衆
生
落

生
。
以
是
故
。
依
仏
説
落
生
。
是
故
人
無

常
。 既

飢
虚
根
葉
倶
食

命
終
。
」
と
あ
る
。

復
次
何
以
故
人
無
常
。
答
仏
説
語
新
故
。
〈
正
〉
復
次
に
、
何
故
、
プ
ド
ガ
ラ
が
無
常
な
の
か
。

仏
言
。
新
生
天
好
顔
色
端
正
威
徳
。
新
者
〈
他
〉
仏
が
「
新
た
に
」
と
説
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

無
常
法
名
新
．
是
故
人
無
常
如
是
。
仏
が
説
か
れ
て
い
る
Ｉ
新
た
に
生
ま
れ
た
天
は
素
晴
ら
し
い
。
容
貌
は
端
正
で
あ
り
、

威
徳
が
あ
る
、
と
。

こ
こ
で
「
新
た
に
」
と
言
わ
れ
た
の
は
、
無
常
法
を
指
し
て
「
新
た
に
」
と
言
わ
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
プ
ド
ガ
ラ
は
無
常
で
あ
る
。

〈
「
姥
れ
る
」
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る

復
次
何
以
故
人
無
常
。
答
倒
法
故
。
仏
言
。
〈
正
〉
復
次
に
、
何
故
、
プ
ド
ガ
ラ
は
無
常
な
の
か
。

波
斯
匿
王
雌
為
人
王
。
異
世
時
倒
如
是
。
〈
他
〉
〔
プ
ド
ガ
ラ
が
〕
擁
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。

若
有
倒
法
成
無
常
．
是
故
人
無
常
。
仏
が
説
か
れ
て
い
る
ｌ
パ
セ
ー
ナ
デ
ィ
弓
…
ロ
騨
呂
）
王
は
、
〔
こ
の
世
で
は
〕
人
民

の
王
で
あ
っ
た
が
、
世
を
去
る
時
に
は
、
地
に
什
れ
〔
て
命
終
し
〕
た
、
と
。

蕊
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
無
常
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
プ
ド
ガ
ラ
は
無
常

で
あ
る
。

こ
の
事
蹟
は
、
『
有
部
毘
奈
耶
雑
事
』
第
八
（
大
・
型
・
剛
・
上
）
等
に
記
さ
れ
て
い
る
パ
セ
ー
ナ
デ
ィ
王
の
最
期
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
王

既
飢
虚
根
葉
倶
食
。
食
已
患
渇
即
往
水
辺
。
過
量
而
飲
因
成
霊
乱
。
身
体
扇
弱
。
思
憶
勝
鬘
。
渉
路
前
行
轍
中
倒
也
。
口
街
末
士
。
因
即

二
没
し
生
じ
る

〈
正
〉
復
次
に
、
何
故
、
プ
ド
ガ
ラ
は
無
常
な
の
か
。

〈
他
〉
〔
プ
ド
ガ
ラ
が
〕
没
し
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
浬
渠
は
常
で
あ
り
、

没
す
る
こ
と
も
な
く
、
生
じ
る
こ
と
も
な
い
。

仏
が
「
私
は
衆
生
が
没
し
生
じ
る
の
を
見
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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仏
が
「
〔
衆
生
が
〕
没
し
生
じ
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
故
、
プ
ド
ガ
ラ
は
無

常
で
あ
る
。

こ
の
経
典
は
Ⅱ
①
で
も
引
か
れ
た
中
阿
含
“
天
使
経
（
大
・
１
．
畑
・
上
以
下
）
及
び
旨
．
畠
Ｃ
ｐ
の
ぐ
ゅ
目
３
，
．
に
対
応
す
る
一
節
が
あ

る
。
「
我
亦
如
是
。
以
浄
天
眼
出
遇
於
人
、
見
此
衆
生
、
死
時
生
時
、
好
色
悪
色
、
成
妙
不
妙
、
往
来
善
処
及
不
善
処
…
：
云
云
」
と
あ
ら

ホ
生
老
病
死
す
る

復
次
何
以
故
人
無
常
。
答
生
老
病
死
法
故
。
〈
正
〉
復
次
に
、
何
故
、
プ
ド
ガ
ラ
は
無
常
な
の
か
。

仏
言
。
我
是
無
数
四
部
衆
善
知
識
。
以
生
〈
他
〉
生
老
病
死
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。

死
故
来
至
我
所
得
脱
生
死
。
生
老
病
死
是
仏
が
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
Ｉ
私
は
、
無
数
の
四
部
衆
の
善
知
識
で
あ
る
．
彼

無
常
法
。
是
故
人
無
常
如
是
。
等
は
、
生
ま
れ
た
り
死
ん
だ
り
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
〔
そ
れ
か
ら
の
解
脱
を

希
求
し
て
〕
私
の
許
へ
や
っ
て
来
て
、
そ
こ
で
生
死
〔
の
苦
〕
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き

た
、
と
。

生
老
病
死
す
る
も
の
は
無
常
法
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
プ
ド
ガ
ラ
は
無
常
で
あ
る
。

５
他
部
派
の
見
解
の
ま
と
め

是
故
従
此
修
多
羅
以
為
本
。
有
説
無
実
我
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
様
様
な
経
典
に
従
っ
て
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
、
或
る
者

如
是
。
有
言
不
可
説
有
我
如
是
。
有
説
有
は
実
体
と
し
て
の
我
は
存
在
し
な
い
と
主
張
し
、
或
る
者
は
我
が
存
在
す
る
と
も
〔
存
在

我
如
是
。
是
故
我
等
生
疑
。
錐
然
為
当
実
し
な
い
と
も
〕
言
っ
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
し
、
又
或
る
者
は
我
は
存
在
す
る
と
主

有
我
。
為
仮
設
而
已
。
以
是
故
。
有
説
五
張
す
る
。
そ
れ
故
、
我
々
は
疑
い
を
抱
く
の
だ
。

陰
是
我
。
有
説
我
異
五
陰
。
有
説
常
。
有
又
、
そ
の
上
、
そ
の
よ
う
に
我
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
実
体
と
し
て
我
が
存
在
す
る

説
無
常
。
如
是
。
是
故
我
等
生
疑
。
の
か
、
そ
れ
と
も
単
に
仮
設
と
し
て
存
在
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
、
或

る
者
は
五
湘
が
我
で
あ
る
と
主
張
し
、
或
る
者
は
我
と
五
瀧
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
と
主

張
す
る
。
し
か
も
或
る
者
は
常
で
あ
る
と
主
張
す
る
し
、
或
る
者
は
無
常
で
あ
る
と
主
張
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補
注
因
に
偶
の
全
体
を
示
し
て
お
こ
う
。

画
『
Ｏ
ｍ
ｐ
ｍ
ｐ
Ｐ
旨
①
庁
ゆ
め
、
〕
①
ぐ
四
、
一
四
］
ゆ
茸
）
一
四
号
ゆ
く
の
Ｑ
Ｐ
ｍ
の
○

ゆ
ロ
ロ
ロ
ロ
岸
）
ご
ロ
ロ
四
ｍ
ｍ
駕
冒
庁
②
、
い
“
』
ぐ
い
庁
ロ
脚
ロ
四
Ｈ
画
く
砂
庁
①
”
色
は

レ

ト

心

く

①
く
ゆ
門
口
の
ｐ
Ｈ
目
Ｈ
ご
秒
ご
冒
国
（
詳
庁
倒
口
ｐ
Ｈ
画
丙
倒
目
ぽ
い
『
〕
四
口
Ｑ
屋
○
ぬ
ぽ
ぃ
斥
勵
‐

Ｈ
津
ロ
ｐ
Ｒ
国

す
る
。
そ
れ
故
、
我
我
は
疑
い
を
抱
く
の
だ
。

毛
色
働
回
勵
己
の
詐
巨
胃
壁
函
色
陣
ロ
〕
①
片
口
』
○
い
含
庁
働
口
Ｐ
同
国
四
○
ゆ
」
四
日
の
ロ
ー

ト

猴

丙
面
ｐ
Ｈ
己

引
用
さ
れ
て
い
る
部
分
の
冒
頭
の
「
如
是
」
が
受
け
て
い
る
比

愉
の
内
容
が
分
か
る
。
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